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16.  Abstract 

この報告は、自動運転車に関する最近の 8 つのレポート（世論調査、人間工学、安全に関する
問題）を基にしている。調査は、2015 年と同様に実施された。調査は、自動車の自動化の異なっ
たレベルに対するドライバーの嗜好・意見を調べる為に実施された。（人と自動運転車との相互

作用やそれに乗ることに対する全体的な懸念を含む。）	
 調査では、米国内の運転免許所持者 618
人から有効な回答を得た。 
	
 本調査の主な発見は以下である。： 

・車両の自動化に対する嗜好で一番多かったのは、自動運転を受け入れられない。 
次に一部自動運転、そして、完全な自動運転と続いた。 
・自動運転車両に乗ることに対する不安は、部分的な自動運転車に乗る事よりも、完全な自動運

転車に乗る事の方が高いままである。 
・回答者は、まだ圧倒的に必要に応じて完全な自動運転車を手動で操作したいと思っている。 
・完全な自動運転車に対する道順や行先の入力方法については、タッチスクリーン式と音声入力

式に意見が分かれた。 
・回答者の大部分は、部分的な自動運転車が手動運転の必要な事をドライバーに伝える方法とし

て、音、振動および視覚を合わせた方法を好む。 
・全体的な世論は、この調査が実施された２年で驚くほどに一貫していた。自動運転車両のメデ

ィア報道が増加したにも関わらず、回答の一般的なパターンはこれら 2 つの調査において、変化
が無かった。 
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